
■日 時：2022年 3月 27日（日） 

■場 所：立川教会 

■説教題：「教会に想う。」（送別説教） 

■聖 書：新約 使徒言行録 2：43－47（p217） 

■讃美歌：208「主なる神よ、夜は去りぬ」・520「真実に強く生きたい」  

 

お早うございます。 

私にとって、立川教会での最後の礼拝となりました。 

今日は、3 つの事柄をお話し、私の送別説教としたいと思います。 

 

最初に皆様と共に過ごした 6年間で、私が学んだことです。 

第 2に、先週の木曜日、この教会で葬儀が行われました。そのことに関連することです。 

最後に。今日の説教題である教会について私の想うことです。 

 

まず、この 6年間、皆様と教会生活を共にする中で学んだことをお話しします。 

昨年 4 月から今年の 2 月まで、私は代務をしている小高伝道所の奉仕で立川教会の講壇

を守ることが出来ないため、毎月第 4 週は役員を中心として方々によって礼拝が守られて

来ました。小高伝道所の礼拝は午後 3 時から行われるため、その日は午前中参加出来れば

オンラインによる礼拝に参加し、所用があれば夜に礼拝を視聴しました。 

そして、思ったのです。その日に成された皆様の奨励や感話は、本当に素晴らしいもので

した。私は、自分の説教も、終わってから改めて視聴することも少なくないのですが、皆様

の奨励や感話は、いずれも例外なく私の胸を打ちました。そして、その感動は、2 月に刊行

された創立 70 周年記念誌からも与えられました。お一人おひとりの文章は心に響くものば

かりで、私にとって最高の価値ある贈り物ともなりました。 

そして、ふと考えたのです。 

奨励にしても、感話にしても、又それぞれの文章にしても、これほどまでに私の心に響い

て来るのは何故だろうかと。 

 

教会とは、建物を指すのではありません。 

確かに、立川教会にしても、錦町 3丁目 11 番 9 号のこの場所に立つ、この会堂で礼拝は

行われています。しかし、教会の原点、土台は、神様を礼拝することです。 

己れがただ一人神様の前に立ち、イエス様の十字架とは自分にとって何であるかの信仰

を告白する場所、それが教会です。 

つまり、礼拝は、イエス様の十字架の死と復活に対する自らの信仰を神様に告白すること

です。その場所には、他者の介在を許しません。己れ一人神様の前に立つのです。そして、

呼び集められた者一人ひとりの告白こそ、教会に命を与え、教会を教会たらしめます。それ



が、エクレシアです。 

私の心に響いたのは、奨励も感話も、又記念誌の文章も、そのどれもが、神様の前で、自

分の信仰を告白していることでした。その時、それぞれの眼差しは、ただイエス様の十字架

をのみ仰ぎ見、自分以外の他の誰も視野に入っていないようでした。この立川教会 70年の

歴史を貫いている信仰の命の源に、そこでは確かに触れていたからこそ、私の胸を打ち、心

に響いたのだと思います。 

6 年間の歩みの中で、特に皆様の奨励や感話、記念誌の文章を通し、教会とは、イエス様

の十字架を神様から指し示され、その意味を神様から尋ねられ、信仰をもって応答する所で

あり、それが礼拝であることを改めて覚えさせられました。 

 

第 2の事柄に触れます。 

先々週の土曜日。讃美歌が好きで、夕礼拝や聖書研究・祈祷会に参加されていたある方か

ら、母親が亡くなったので教会で葬儀をお願い出来ないかと言う連絡がありました。 

私は福島に居を移す様々な準備に追われていたこともあり、その方ならともかく、一度も

お会いしたことのない方の葬儀をするのは、正直難しいかなとの思いが脳裏をよぎりまし

た。しかし、電話口で、「母は、一度立川教会に行ってみたいと言っていました」との言葉

を聞いた時、私は自分のなすべき仕事全ての最優先課題にその方の母親の葬儀を位置づけ、

準備に入り、3 日前に執り行いました。役員のお一人にお願いし、お世話をしていただき、

ご家族を中心とした。7、8名の葬儀でしたが、心のこもった時となったと思います。 

私は、告別説教をするにあたり、母親のプロフィールを送っていただきました。そして、

送られた母親の人生を知って、驚きの念に打たれました。 

亡くなられた方を Sさんとお呼びします。 

Sさんの生い立ちの記録です。 

S さんは、1932 年、広島県呉市でお生まれになります。生後数日にしてお父様を亡くさ

れます。中耳炎が悪化してのことでした。 

それだけではありません。父親を知らず、母一人の手で育てられた Sさんですが、12歳、

小学校を卒業するかしないかの時に、今度は尋常小学校の教員であった母親も亡くされま

す。風邪をこじらせて髄膜炎となったことからでした。 

又、兄弟に一人お兄様がいらしたのですが、無線兵となって戦地へ赴いた彼も、彼の地で

マラリアに罹り病死します。 

つまり、Sさんは、わずか 12歳にして、文字通り、たった一人で人生を生きなければな

らない現実に放り込まれたのです。 

そして、親のいない S さんの面倒を見たのは、親戚の人たちでした。皆商売をしていた

ことから、Sさんは預けられ先の家々を転々としながら、炊事だけでなく、洗濯や家事も彼

女の仕事となります。 

 



私は、一度、短い期間でしたが、母と二人、親戚の家の一部屋を借り、居候をしたこと

があります。母に守られていた私は、特別に辛い思いをしたことはありませんでしたが、そ

れでも、その家にいた同じ年齢の長男から冷たくされ、遊びの仲間外れにされたことを覚え

ています。台所を使うにしても、お風呂をもらうにしても、預かって下さっている相手方の

家族に気を使いながら、母はどれほど肩身の狭い思いをしたことかと今にして思うのです。 

まして、誰にも頼ることが出来ずに、親戚の家を転々しながら、炊事や洗濯を任されてい

た S さんは、どんなに辛い気持を抱えていたことかと思います。そのことを打ち明け、共

に泣いてくれる人もなかなか見つけることは出来なかったのではないかと思うのです。 

しかし、その歩まれた道には、驚くべきこどが記されていました。 

そのような逆境の中、勉強する本は電灯の明りに近づけて読むのが大変だった中で、高校

を卒業した Sさんが、当時の女性としては稀な大学に合格し、栄養学を学ばれたことです。

現実の厳しさに負けることなく、その現実を受け入れつつ自らの人生を切り拓いていった S

さんの歩みは、見事と言う他ありません。そして、栄養士としての道を歩みながら、結婚さ

れました。 

晩年、認知症が進み、ご自分の子どものことが分からなくなります。 

しかし、一緒に生活していた娘の顔が、12 歳にして死別した母親に似ていることもあっ

て、いつしか娘を母親と思い始め、娘の顔を見ると「お母さん、会いたかった。もうどこに

も行かないよね」と言って、いつも泣いたと言うことでした。 

 

私は、キリスト者でないＳさんの葬儀を行いながら、私たちに与えられている執り成しの

祈りについて考えました。 

Ｓさんは、お寺に住み込んだこともあり、キリスト教より仏教の方により近い関わりを持

っておられました。しかし、キリスト教信仰を持たない方へのキリスト教式葬儀の意味は、

執り成しの祈りにあると思います。肉体は朽ちても、その方の霊が御許に安らう事を祈るの

です。神様は、全ての命ある者の主であり、全ての命は、神様によって与えられたからです。 

 

教会とは何かについて、述べます。 

来週の保科けい子先生の説教題は「心を一つに」です。 

驚きました。 

先生が選ばれた聖書箇所と、私が今日選んだ箇所は、教会が教会たるべき同じ方向を指さ

しているからです。保科先生が選ばれた箇所は、2人又は 3人イエス様を呼び求めて生まれ

た教会の本来の姿こそ、今日の使徒言行録に記されている姿です。 

改めて、使徒言行録に記されている教会の原点を読みたいと思います。 

 

【使徒言行録 第 2章 43－47節、p217】 

 



このようなことが何故可能であったのでしょうか。 

それは、この地上において、神の国を先取りした生活を営んでいたからです。 

私たちの現実を省みます。 

ここに記されている原始キリスト教団の在り方は、現実離れしたものでしょうか。 

私は、決してそうは思いません。 

冒頭に述べた皆さんの奨励や感話、記念誌の文章から私が得た感動は、私だけでなく、皆

さんも同じような感動を得たことを知らされています。 

先日お別れの挨拶に見えた方も、記念誌に触れ、その文章から得た感動を語って下さいま

した。 

感動を与えるのは、真っすぐに神様やイエス様の十字架を仰いで語る時です。 

そこには、自分と神様以外の他者が入り込む余地がありません。 

礼拝を捧げる私たちの真中（まなか）には、イエス様の十字架が立っています。 

礼拝は、その十字架が私たちにとって何を意味しているのかを神様に応答することです。 

呼び集められた私たちの視線が、ただ一点、皆イエス様の十字架に向けられる時、私たち

は一つとなります。 

自分こそ罪人の頭である自覚を互いに抱き、他を裁くことが無くなった時、私たちは皆一

つの心となって礼拝を捧げることが出来ます。 

そして、それこそ、神様の御心に適う礼拝なのです。 

祈りましょう。 

                 「教会に想う」 

飯島 信 

 

今日与えられた聖書の御言葉は、使徒言行録第 2章 43節から 47節です。 

ここに記されている聖霊降臨以降に生まれたキリスト教の教会についての描写は、教会

に呼び集められた私たちに、2,000年の歳月を経ても色褪せることのない新鮮な問いを投げ

かけます。それは、教会とは何かと言う問いです。まず、44、45節です。 

４４：信者たちは皆一つになって、すべての物を共有にし、 

４５：財産や持ち物を売り、おのおのの必要に応じて、皆がそれを分け合った。 

44節に「皆一つになって」とありますが、それがどれだけの人数であったのか、「すべて

の物」を共有にしたと言うが、「すべての物」とは、どのような物であったのか、「財産や持

ち物を売り」とあるが、果たしてどれだけの規模の財産であり、持ち物であったのかなど、

具体的なことは何も記されていません。しかし、具体的なことは何も記されていないにもか

かわらず、新しく生まれた信者たちの共同体の生活の土台とは何かが明らかです。彼らは全

ての物を「共有」にし、必要に応じて「分け合」いました。 

小笠原亮一さんは、このことに関連し、「北白川教会 50年史」の序文で次のようにブルン

ナーの言葉を紹介しています。 



「神の言はエクレシアの中に現在し、聖書の言として活動する。したがって、それは一切

の理解を越えるロゴスとディナミスとの統一において現在し、また活動するのである。この

統一こそは、後代にはもはや存在もせず、また理解されない原始教団の秘密である。また同

時にそれは、初代信者たちの交わりとその道徳的力の秘密でもある。・・・ゆえに、この始

原的なる力と統一とが、もはや以前のように満ち充ちた状態では存在しなくなった後の時

代が、この欠けたるものを補い、消え失せゆくものを保障しようと試みたのは尤もである。」 

このように述べた後、ブルンナーは「後の時代が、この欠けたるものを補い、消え失せゆ

くものを保障しようと試みた」事柄として言葉を続けます。 

「すなわち、第一に、神の言が神学及び教義によって保障され—同時に代用され、第二に、

交わりが制度によって保障され—同時に代用され、第三には、愛の中に活動するものとして

の信仰が、信仰個条及び道徳律によって保障され—同時に代用されることとなったのであ

る」（『教会の誤解』酒枝義旗訳）と。 

つまり、原始教団では、神の言がエクレシアの中に現在し、聖書の言として活動していた。

そして、そこには、そのことを土台とした初代信者たちの交わりがあり、それが彼らの道徳

的力の秘密であったと言うのです。確かに使徒言行録には続いて次のように信者たちの生

活の様子が記されています。46、47節。 

４６：そして、毎日ひたすら心を一つにして神殿に参り、家ごとに集まってパンを裂き、

喜びと真心をもって一緒に食事をし、 

４７：神を賛美していたので、民衆全体から好意を寄せられた。こうして、主は救われる

人々を日々仲間に加え一つにされたのである。 

ブルンナーは、この 46、47節に記されている原初のエクレシアである教会を生み出した

「始原的なる力と統一とが、もはや現代では以前のように満ち充ちた状態」は存在しなくな

ったが故に、「この欠けたるものを補い、消え失せゆくものを保障しようと試みた」結果、

「第一に、神の言が神学及び教義によって保障され、第二に、交わりが制度によって保障さ

れ、第三には、信仰が、信仰個条及び道徳律によって保障され」ることになったと記します。 

重ねて言えば、原初の教会を求めて、今私たちは神学及び教義を必要とし、制度を必要とし、

信仰個条を必要とすると言うのです。 

ところで、1935 年の北白川伝道教会設立より遡ること 5 年前、1930 年 9 月 7 日以来、

この京都の地で礼拝を守り続けた先達たちは、礼拝を守り続けることによって、何を求めて

いたのかを思います。又、彼らの小さな礼拝共同体の進むべき道行きとして、無教会でも単

立でもなく、なぜ教派に所属する教会として歩むことを選び、決断したのかを考えるのです。 

礼拝では神の言が語られます。その言は、同時に神への応答であり、語る者の群れを代表

しての信仰告白を意味します。つまり、説教とは、その群れを代表しての神への信仰の告白

です。説教は、説教者の専有物ではありません。説教は、信仰共同体が造り出すものです。

さらに言えば、交わりが造り出すものです。つまり、説教を通して、語る者も聴く者も、神

から信仰の告白を求められています。だからこそ、説教を造り出す交わりは、聖霊に導かれ



た真摯なものでなければなりません。 

説教は、説教者の専有物ではなく、信仰共同体が造り出すものであることを、私は奥田先

生から学びました。そして、そのことによって、私は、一度は去った教会に戻ることが出来

ました。それは、奥田先生が私に語って下さった以下の言葉です。 

「私は、説教では、群れの先頭に立ち、神に向かって信仰告白を行っている。だから、私

は、会衆に向かってではなく、神に向かって語っている。」その通り、奥田先生は、いつも

右斜め上を向き、神に向かって語っておられました。 

1971 年 4 月、私は、母の胎に命が宿されて以来 23 年間通い続けていた教会を去りまし

た。70 年代の全共闘運動や教会闘争を担い、敗北していった私のたどるべき一つの必然で

した。それ以前から、聖書を読むことも、祈ることも、讃美歌を歌うことも出来なくなって

いました。私には、教会に集まる人々が、信仰者としての“タテマエ”と弱い人間としての

“ホンネ”を使い分ける偽善者の群れとしか映りませんでした。そして、私の批判と不信は、

牧師の語る説教に集中し、私は礼拝に出席することが出来なくなって行ったのです。 

しかし、奥田先生の語られた、説教によって群れの先頭に立ち、群れを代表し、神に向か

って信仰告白を行っているとの言葉は、私が批判と不信を向けた説教を生み出しているの

は、実は私でもあることに気づかされたのです。つまり、説教が、エクレシアを代表しての

信仰告白であるなら、私の説教に対する批判と不信は、そのエクレシアを構成している自分

自身に返って来たのです。つまり、牧師の語る説教を生み出しているのは、エクレシアの一

員である私でもあることです。自分も又、エクレシアの一員として、牧師の説教に責任を持

たなければならないことに気づいた時、翌年の 1972年 1月、私は教会に戻ることが出来ま

した。 

小笠原さんが、北白川教会の特色を物語るものとして、田辺明子さんの「北白川教会に無

いものと有るもの」と沼田恭典さんの「黒板」を紹介しています。私が理解する奥田先生た

ち草創期の先達が目指した教会は、次のようなものではなかったかと思います。 

第一に、小笠原さんは、この教会は「無教会主義に立つのではなく、あくまで宗教改革者

の福音主義信仰に立ちつつ、洗礼・聖餐を重んじる教会として歩んできた」と述べています。 

私は、それに加えて、この教会は万人祭司を実践している教会であることを思います。ブル

ンナーの言葉を借りれば「霊の共同体としてのエクレシアの秘密は・・・各人にそれぞれの

分を指示しながら、しかもなお、なんら権限における区別を認め」ていないことです。です

から、説教は、牧師でありながら奥田先生は月の 2 回であり、残りの 2 回は信者が担当し

ました。まさに、全ての信者は等しく、奥田先生は群れを代表しても、特別に権限を有する

者ではありませんでした。 

第二に、田辺さんが列挙した「北白川教会に無いもの」の意味するところですが、北白川

教会が目指すのは、そこに集う一人ひとりが、霊と真とをもって礼拝を捧げるに尽きると言

うことです。人との交わりが先立つのではなく、神の前に独り立つ者たちによるエクレシア

の形成を目指したのだと思います。人との交わりが先立つ時、そこには必ず人間同士の確執



が生まれます。そのことは、努力しても避けることが出来ません。先達たちはその弊害を出

来る限り取り除き、礼拝を捧げることに徹しようとしたのだと思います。 

これら、北白川の群れが求めた礼拝に徹する教会の在り方は、同じく教会について語った

カトリックのある神学者の言葉とも深く関わるように思います。彼は、教会について次のよ

うに述べます。 

「教会は、神の呼びかけに、自己の決断を介して応える人々の集まりである。そこには、

神からの常に新しい呼びかけがあり、それに応えることが教会に生きることである。キリス

ト・イエスが呼びかけ、人がそれに応える。即ち、教会はキリストの現存から始まる」と。 

教会がキリストの現存から始まる。イエズス会の神父で上智大学で教えていたクラウス・

リーゼンフーバーが、彼が主宰する聖書研究会で語った言葉ですが、キリストの現存とは、

キリストの十字架を意味していると思います。つまり、自己の決断を介して教会に呼び集め

られた私たちの群れの真中には、キリストの十字架が打ち立てられていると言うのです。さ

らに言えば、説教は、主イエス・キリストの十字架とは私たちにとって何かが、神によって

問われ、告白することでもあります。説教だけではありません。礼拝を構成する一つひとつ

のプログラムは、それら全てを通して、キリスト告白の意味を持っています。 

牧師であれ、信徒伝道者であれ、エクレシアを代表する者の務めがあります。呼び集めら

れた者一人ひとりを代表して、信仰の告白をすることです。そのためには、一人ひとりの信

仰生活の現実を知り、群れを代表する者として、信者の魂への配慮をすることです。 

そのことと関わり、己の牧会者としての歩みを振り返るある出来事がありました。 

先週、私の教会で奨励を担当して下さったのは、ご家族で教会に通われている方で、私の

学生時代からの友人の一人でした。彼女には二人の子どもがいて、長男は自閉の障がいを持

って生まれました。奨励の中で、姉にあたる長女との関わりについて触れます。自分は、ず

っと長男にかかりきりで、振り返れば長女のことを顧みることをして来なかった。弟は障が

いを持っているのだから、姉は弟の面倒を見るのは自然だといつの間にかそう思っていた

と言うのです。確かに、彼女の言う通り、姉として弟を思い、何かと彼をかばい続けて生き

て来た姉の様子は、私にも伝わって来ました。立派だとすら思っていました。 

しかし、彼女の話しによれば、娘は、障がいのある弟との関わりや、親の関心が弟に集中

し、自分に向けられない中で、心に満たされない思いがマグマのように溜まっていて、それ

が時に爆発し始めたと言うことでした。そして今は、その姉に出来る限り寄り添う歩みを選

び取りたい、それが、マタイの「・・・わたしの兄弟であるこの最も小さい者の一人にした

のは、わたしにしてくれたことなのである。』」の御言葉を生きることであると思っていると

語られました。 

この彼女の言葉は、私の心に重くのしかかりました。牧会者として、彼女の心の苦しみを

知らなかったことです。そのような自分に、牧会者として立つことが許されるのだろうかと

の思いでした。又、自分と家族との関わりです。子どもたちが幼かった時、自分は子どもに

対して、妻に対して、心に傷を負わせることはなかったかと問われたことです。振り返れば、



心に想い当たることがありました。改めてそのことを知らされた時、私の人生になお残され

ていることがあることに気づかされたのです。 

先の問題に戻りますが、無教会でも単立でもなく、教派に所属する教会として歩むことを

なぜ選び取ったのかについては、宗教改革以来の洗礼と聖餐を重んじ、万人祭司の在り方に

立つ教会であること、又、教団に所属することを通して、独り孤高の道を歩むのではなく、

信仰告白を共にする仲間たちと協働して、宣教の業に励む教会であることを目指したのだ

と思います。 

あと一つ、私の心にずっと残り続けている課題について述べます。 

小笠原さんが先の序文で触れていることでもあるのですが、奥田先生は、敗戦の年の 9月、

牧師を辞任し、教会の解散を提案されました。しかし、結果として牧師を続けられ、教会も

存続しました。なぜ、辞任を貫き通されなかったのか、なぜ教会を解散されなかったのかで

す。言葉を換えて言えば、奥田先生の辞任を思い止（とど）まらせたもの、教会の解散を思

い止（とど）まらせたものは何であったのかと言うことです。 

小笠原さんは、序文で、この時の辞任の状況に関わり、次のように記しました。 

「北白川教会の自主独立の姿勢が最も顕著に現れたのは、1945（昭和 20）年 9月、敗戦

直後の時点であった、と私は考える。アモス書を講じておられた奥田先生は、講壇から、自

身の辞任と北白川教会の解散を提起されたのである。戦争をめぐって、神の前に自身と教会

の責任を問われたのである。戦時下、アモスの役を果すことができなかった、と。」 

奥田先生の決断が、どれほど重いものであったかを思います。群れを代表して神の前に立

ちながら、義しく立ち得なかった牧者としての己の責任、そして、同じ過ちを犯した群れの

責任、その過ちを、辞任と解散を行うことによって、神への懺悔を表わそうとしたのだと思

います。 

それでは、一体何が奥田先生を思い止（とど）まらせたのでしょうか？ 

私は、それが御前において許されることかどうか分かりませんが、奥田先生を思い止（と

ど）まらせたのは、やはり森先生との約束であったのだと思います。戦時下において、世に

敗れ、神の前に罪を犯した。それは、辞任に値することであり、群れの解散に値することで

す。しかし、命を賭けてまで奥田先生に京都に残ることを懇願し、エクレシアの形成を願っ

た森先生の信頼を、自分は生きている限り裏切ることは出来ないとの思いが、人の目に良し

と映る辞任及び解散ではなく、牧者として再び立ち、群れの存続を決断させたのではないか

と思います。終わりの日に神によって裁かれることを受け入れつつ、なお森明の友情に応え

ようとしたのだと思います。それが、奥田先生の主に在る友情であったように思います。神

に裁かれてもなお友の信頼に応えようとしたのです。 

私が奥田先生を知ったのは、1971年夏、先生が 69歳の時でした。それから召されるまで

の 24 年間、4 半世紀にわたる交わりをいただきました。私が知る先生は、常に穏やかであ

り、厳しさの片りんも見せたことはありませんでした。 

中渋谷教会での葬儀の時、思わず棺に手を触れ、会場から霊柩車まで運ぶ者の一人にして



いただきました。先生との出会い無くしての私を考えることは出来なかったからです。 

そして今、限られた時間ではあっても代務として北白川教会に仕えることの出来る恵み

を思います。信仰者として、牧者として、北白川教会に仕えた奥田先生の歩みを今一度思い

返すことを通して、先生と森明、そして先生にとっての北白川教会、さらには先生とキリス

トとの出会いの消息を知らされたいと思っています。（2021年 10月 31日・北白川教会） 

 

 

 

 

 

 


